
ツ
シ
ョ
ン
業
者
支
援

.

ど
催

会
や
セ
ミ
ナ
ー

爾神来

は
、
オ
イ
カ
ワ
デニ
ム(
宮

城
県
気
仙
沼
市
)
の及
川
秀

子
社
長
の
講
演
と
商
談
会
。

被
災
を
乗
り
越
えて
地
域
資

源
を
生
か
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
を
創
設
し
、
日

本政策投資銀行の女
性
起

業
震
災
復
興
賞
を
受
け
た
。

定
員
約
1
0
0
人(
応
募

者
多
数の
場
合
は
抽
選
)
。

同
協
会
露
0
7
8
03
0
3

0
3
1
2
3
全
井
秀
人~
.

業
の一
環
。
東
北
地
方
に
は

縫製や
紡
績工場が多数
あ

り
、
神
戸
の
ア
パ
レ
ル
企
業

と
の
か
か
わ
り
が
深
い
こ
と

か
ら
、
支
援
を
決
め
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は1
1
日
午
後
1

時
半
か
ら
。
東
北
の
伝
統
工

芸
品の
商
品
化
に
取
り
組
む

「
あ
と
り
え
横
山
」(
仙
台

市
)の
横山
英
子
代
表
が
講

演
し
、
交
流
会
も
あ
る
。
続

い
て2
6
日
午
後
1
時
半
か
ら

に

脱
サ
ラ
で
起
業
神
戸
の
渡
部
さ
ん

ジ
ェ
ル
型
洗
浄
料
開
発

阪
神o
淡
路
大
震
災
の
経
験
生
か
し

　

　

　
　
　

　

　

　
　

　　　
　
　
　

轡
鱗
繋
ぎ
も

　　　
　
　

」 ・′ 」

するパスタイムの〕渡部
　

汗
を
か
い
た
と
き
な
ど
に

塗つ
て
拭
き
取
る
と
肌
が
清

.
歳
雑
務

』
し
パ
代
イ
者

麹
も巌邦弛げ
縮

潔
に
な
り
、
べ
た
つ
き
も
取

れ
る
ー
と
い
う
ジ
ェ
ル
型
の

洗
浄
料
を
、
脱
サ
ラ
し
た

元
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
の

技
術
者
、
渡
部
卓
也
さ
ん

(
嶋)
=
神
戸
市
北
区
=
が
発

売
し
た
。
開
発
の
き
つ
か

け
は
、
二
つ
の
震
災
だ
と

い
う
。
第二
の
人
生
を
模
索
し
て

い
た
渡
部
さ
ん
は
今
年
3

月
、2
8
年
勤
め
た
会
社
を
早

期
退
職
し
た
。
起
業
に
あ
た

り
、
阪
神
o
淡
路
大
震
災
の

と
き
に
風
呂
に
入
れ
ず
、
因

つ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

東
日
本
大
震
災で
あ
ら
た
め

て「
拭
き
取
る
だ
け
で
さ
つ

ば
り
す
る
洗
浄
料
が
あ
れ
ば

役
に
立つ
」
と
感
じ
、
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
だ
。

杢
幹
産
業
に
活
気
を

一
水
産
業
の
復
興
東
北

陛加工会社と
提えだ
。

醗聴義晃(“)の指摘は、
東一櫛璽逮靭輪姉暢鋤跡
湯

の運
航
や
出
荷
を

地
元
は「
大
き
な
販
路
に
石
北
全
体
の
状
況
を示
す
。

た魚を魚市場
に巻の水産物が乗る
」(石
巻
同社は昨年賜月、主力
の一鞠鰹節処軒秒鮒雛r
鱗

る。
か
ね
て
参
入
魚
市
場
)
と
注
目
す
る
。
沼
田
釜
石
冷
凍
工
場(
釜
石
市
)
を
一
城
5
割
▽
福
島
1
割
強
と

いたが域壕蝋
深謝信彦
ト地玩講職蓬↓
裟再嚇一霜俳捲12口場の勝
彦
一縄城贋隔赫賑総叱{跨が
鋪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　

勘
させ・
川エロm
は

ギ
ベ

』三…
;
だない
。
.÷1
≧

こ
一媛照
郷倣は儲帽棚
槻
.

ハ
ー
で
販
売
す
る
考

一
方
、
「
陸
側
」
で
あ
る
加

周
辺
に
は
、
補
助
金
で
再
建
-
-
:::::::::
ー
::
i
::::
:

進下
げ
業
に
対
し
コ示
か
ら
パ
ー
ク

ま
で
車
で
約3
0
分
」
な
ど
と

P
R
す
る
。

さ
ら
に
市
は
、
固
定
資

産
税
な
ど
を
3
年
間
、
2

分
の
1
に
軽
減
し
た
り
低
利

融
資
し
た
り
す
る「
神
戸
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ゾ
ー
ン
」

地
域
に
指
定
。
県
も
設
備
投

資への
補
助
金
交
付
や不
動

産
取
得
税
を
軽
減
す
る「
産

業
集積
促
進
地区
」
に
指
定

し
た
。
値下
げ
分
と
優
遇
策
を
合
わ
せ
れ
ば
、
企
業
の
平
均
的

な
投
資
額
は3
1
~4
2
%
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

化
を
決
意
し
た
。

未
知
の
分
野
だっ
た
が
、

ノ
エ
ビ
ア
グ
ル
ー
プ
で
化

粧
品
の
受
託
製
造
を
手
掛

け
る
ボ
ナン
ザ(
神
戸
市
中

央
区)
と
の
共
同
開
発
に

こ
ぎ
つ
け
、
製
造
を
委
託
。

「
パ
ス
タ
イ
ム
」
と
い
う
事

業
者
名
で
7
月
に
発
売
し

た
。
「
災
害
時
へ
の
備
え

に
加
え
て
も
ら
え
れ
ば
。
登

山
や
ス
ポ
1
ツ
の
と
き
も
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。「
C
ー
4

G
e
l
」(
シ

ー
フ
オ
十
ジ
ェ
ル
)
。
1
0

0
噂
入
り
1
5
0
0
円
(
税

込
み
)
。
パ
ス
タ
イ
ム
富
0

7
8
0
5
9
6
0
6
7
8
0

(
松
井一元
)

県
内
企
業の
景
況
判
断

2
期
ぶ
り
悪
化

神戸財務事務
所

近畿財務局神戸財務
事

務
所
稀
戸市
中央区)
が

1
1
日
ま
と
め
た
7
~
9
月
期

非
敬
称
略
=

(広岡磨璃
)

院
▽
柳
尚
夫
〃
県
洲
本
保
健

所
▽
中
村
亮
〃
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
水
取
良
子

=
T
e
a
m
た
つ
ま
じ
▽
西

川
正
人
=
知
的
障
が
い
を
持

つ
人
の
余
暇
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
会
▽
馬
越
美
鈴
=
-

会
の
会
▽
魚
井
丈
嗣
=
お
で

か
け
た
い

の兵
庫県内法人企業景
気

予
測
調
査
に
よ
る
と
、
全
産

業
の
景
況
判
断
B
S
I
は
マ

イ
ナ
ス1
3
0
2
で
、
前
期
か

ら
0
・
8
郡
悪
化
し
た
。
悪

化
は
2
期
ぶ
り
。

B
S
工
は
、
景
気
が
「
上

昇
」
と
答
え
た企
業の
割
合

か
ら「
下
降
」
と
し
た
企
業

の
割
合
を
引
い
た
値
。
8
月

1
5
日
に
4
4
2
社
を
調
べ
、

8
2
・
6
%
が
回
答
し
た
。

業
種
別で
は十
製
造
業
は
、

エ
ゴ
カ
ー
補
助
金
に
よ
り
特

装
車
が
好
調
だつ
た
こ
と
な

ど
で
改
善
し
た
。一
方
、
非

製
造
業
は、
建設
業
の
受
注

減
に
よ
る
低迷
な
ど
で
悪
化

し
た
。
m
~1
2
月
期
は
、
7
~
9

月
期
よ
り1
0
0
5
謬
改
善
す

る
見
通
し
。
た
だ
同
事
務
所

は「
欧
州
、
中
国
経
済
の
下

振
れ
懸
念
や
円
高
も
あ
り
、

先
行
き
は
不
透
明
感
が
強

い
」
と
し
て
い
る
。

◇
「
ひ
よ
う
ご
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
」
は
休
み
ま
し
た
。

◇
神
戸
切
り
花
市
場
は
休

場
。
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